
確率過程特論　レポート問題
担当：三角　淳　 2011年 6月 28日出題

以下の [1]～[8]の中から 2題以上を選択し、レポートとして提出して下さい。レポート
は 7月 19日の授業終了時に回収します。やむをえずこの日に提出できない場合は、個別
に申し出て下さい。

[1] グラフ Γ = (G,E)を、頂点集合がG = {a, b, c, d}、辺集合が

E = {〈a, b〉, 〈a, c〉, 〈a, d〉, 〈b, c〉, 〈b, d〉, 〈c, d〉}

で与えられるようなものとする。ここで a, b, c, dは相異なる点とし、各辺は向き付けられ
ていないものとする。更に、Eの各元に対して次のように重みを定める。

µab = 1, µac = 1, µad = 1, µbc = 2, µbd = 1, µcd = 2.

このとき、関数 f : G → Rで次をみたすようなものを求めよ。
{

∆f(x) = 0, x ∈ G \ {a, b},
f(a) = 0, f(b) = 1.

[2] [1]において、有効抵抗Reff(a, b)を求めよ。

[3] [1]において、対応する重み付きグラフ上のランダムウォークについて考える。
(1) 頂点 cから出発したランダムウォークが、頂点 aに到達するより前に頂点 bに到達
する確率を求めよ。

(2) 頂点 aから出発したランダムウォークが、頂点 aに再び戻ってくるより前に頂点 b

に到達する確率を求めよ。

[4] 4次元正方格子上のシンプルランダムウォークが非再帰的である事を示せ。

[5]頂点集合が {0, 1, 2, · · · }、辺集合が {〈x, x+1〉 | x = 0, 1, 2, · · · }、各辺の重みがµx,x+1 =

2x (x = 0, 1, 2, · · · ) で与えられるような重み付きグラフを考える。各辺は向き付けられて
いないものとする。このような重み付きグラフ上のランダムウォークは非再帰的である事
を示せ。
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[6] αを正の実数とする。

(1)
∞∑

n=1

1

nα
< ∞ となるような αの範囲を求めよ。

(2)
∞∑

n=2

1

n(log n)α
< ∞ となるような αの範囲を求めよ。

[7] スターリングの公式 lim
n→∞

n!√
2πnnne−n

= 1 を示せ。

[8] 授業内容に関連して、調べたり考察した事について自由に述べよ。
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